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目的 :有用広葉樹用材林を造成することを目的とし、有用広葉樹の保残本を育成し、あわせて、萌
芽及び稚樹による天然更新を図る育岬 躊 の検討を行う。

静 月  曜悧お3J判質 (曜悧161年10月に踏 を集釧置)
場所    人吉営林署 大畑国有林 75自

"JIII面積    試験区 1.01ha
対照区 ・・ha

調整伐の実施
伐採前生立本数13,000本 /haを有用広葉樹を主体に1,000本/haに本数の調整伐を実
施した。調整伐前後の林況は次表のとおりである。

本 数(本 ) 材 積(me) 平卿

鰤 13,036
(4,992)
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(184) 8cm

イ鮒隆 950
(869)

９

７

１

０

１

１ 1 6cnl

(5)標準地等の設定

①保残本の成長状況を調査するため試験区に0.lha(20Ⅸ 50m)の標準地 (傷響沐力約 95本ふ
くまれる。)を設定した。また,対照区にも同様に0,01ha(10‖ x10m)の標準地を設定した。
いずれの標準地も2年おきに毎本調査を行う。取りまとめ様式は第1表のとおりである。

②天然更新稚樹の消長及び成長状況を調査するため4f(2mx2m)の標準地を試験区に3箇所、
対照区に1箇所設定した。取りまとめ様式は第2表のとおりである。

③萌芽の消長及び成長状況を調査するためイ館粘知0株を選定した。取りまとめ様式は第3
表のとおりである。

第1表-1 樹種別、径級別本数
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第1表-2 樹種別平均樹高及び平均胸高直径
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